
   立川市請負工事に係る委託業務成績評定試行要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、立川市工事施行要綱(平成17年４月１日市長決定。以下「工事施行要

綱」という。)第26条及び立川市検査事務要綱(平成17年４月１日市長決定。以下「検査

事務要綱」という。)第30条の規定により、市が発注する委託業務に係る成績評定(以下

「評定」という。)について必要な事項を定め、監督員及び検査員等が評定を厳正かつ

適切に実施することにより、受注者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とす

る。 

（対象） 

第２条 評定は、一件の予定価格が500,000円を超え、請負工事に係る設計、測量、地質調

査及び監理委託業務（以下「設計等の委託業務」という。）について行う。ただし、単

価契約の委託業務にあっては、評定を省略する。 

２ 前項の規定にかかわらず、設計等の委託業務の主管課長が認めるものについては、評

定を省略することができる。 

（評定者） 

第３条 評定者は、次の各号に掲げるものとする。 

(1) 契約事務規則第 43 条第１項に規定する監督員 

(2) 契約事務規則第 47 条第３項に規定する検査員等 

２ 前項第１号に規定する監督員は、工事施行要綱第10条に規定する標準仕様書に定めら

れた総括監督員、主任監督員及び担当監督員とする。ただし、主任監督員が欠けた場合

には、この限りでない。 

（着手後チェックリスト） 

第４条 担当監督員は、設計等の委託業務着手後、原則として１カ月経過した時点で委託

成績評定着手後チェックリスト（第２号様式）により、業務の状況を確認する。ただし、

委託期間が、３カ月未満である場合は、委託成績評定着手後チェックリストによる確認

を省略できる。 

（評定の時期） 

第５条 監督員及び検査員等は、原則として完了検査合格の日から14日以内に評定を行う。 

（評定の実施） 

第６条 評定者は、設計等の委託業務ごとに、委託成績評定総括表(第１号様式。以下「評

定表」という。)の評定項目について、次条から第９条までに定めるところにより評定

を行う。 

（主任監督員及び担当監督員の評定の内容及び方法等） 

第７条 主任監督員及び担当監督員は、評定表の評定項目中「基本的な技術力」及び「創

意工夫と熱意」の項目について、評定を行う。 

２ 前項の規定による評定は、第３号様式から第６号様式までに定める委託成績評定項目

別評定表(以下「項目別評定表」という。)により行う。 

３ 主任監督員及び担当監督員は、評定の結果を評定表及び項目別評定表により、総括監

督員に報告する。 



（総括監督員の評定の内容及び方法等） 

第８条 総括監督員は、前条の規定により主任監督員及び担当監督員の行った評定の結果

等を総合的に判断し、評定表の評定項目(「法令・契約等の遵守」の項目を除く。)につ

いて評定を行う。 

２ 総括監督員は、評定表の評定項目中「法令・契約等の遵守」について評定を行う。  

３ 前項の規定による評定は、第７号様式に定める評定項目別評定表により行う。 

４ 総括監督員が第１項及び第２項の規定により評定した結果をもって、監督員が行う委

託成績評定とする。 

５ 総括監督員は、評定が完了した後、監督員としての委託成績評定表を行政管理部品質

管理課長(以下「担当課長」という。)に送付する。 

（検査員等が行う評定の内容及び方法等） 

第９条 検査員等は、評定表の評定項目中の「完了の確認」の項目について評定を行う。 

２ 前項の規定による評定は、委託成績評定項目別検査員評定表(第８号様式。以下「項目

別検査員評定表」という。)により行う。 

３ 検査員等は、前項の規定により行った評定の結果を項目別検査員評定表により、担当

課長に報告する。 

４ 前２項の規定により評定した検査成績をもって、検査員等が行う委託成績評定とする。 

（評定結果の取りまとめ） 

第１０条 担当課長は、監督員及び検査員等の評定点を取りまとめ、評定表及び委託成績

評定報告書(第９号様式。以下「報告書」という。)に評定結果を記録する。 

（評定結果の送付） 

第１１条 担当課長は、評定の結果を評定表及び報告書により当該設計等の委託業務の担

当主管課長に送付する。 

(実施細目) 

第１２条 この要領の実施についての細目は、別に定める。 

   附 則 

この要領は、平成25年10月１日から施行し、同日以後に契約する設計等の委託業務から

適用する。 

  附 則 

この要領は、平成31年４月１日から施行し、同日以後に契約する設計等の委託業務から

適用する。 

 







第
３
号
様

式

委
託

成
績
評

定
項
目
別

評
定
表
（
基
本

的
な
技
術

力
）

評
定

項
目

A
B

C
D

E

1 2 3

工
程

管
理

4 5 6

書
類

全
般

7 8 9 1
0

1
1

評
価

　
　
数

配
点

小
計

A
特
に
優

れ
て
い
た
。
迅

速
に
対

応
し
、
時
期

・
内
容

も
適
切

で
あ
っ
た
。

0
×

1
.0

0
.0

B
優
れ

て
お
り
、
ミ
ス
・
不

足
事

項
は

な
い
が
、
軽
微

な
修
正

・
調
整

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.8

0
.0

C
特
に
、
業

務
に
支

障
が
な
か

っ
た
。
標

準
的
で
あ
っ
た
。

0
×

0
.6

0
.0

D
業
務

に
支
障

は
な
か

っ
た
が

、
ミ
ス
・
不
足

事
項

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.4

0
.0

E
重
大

な
ミ
ス
・
不

足
事

項
が

あ
り
、
関

連
事

項
に
つ
い
て
改
善

指
示

書
を
発

行
し
た
。

0
×

0
.0

0
.0

0
.0

÷
×
1
5
＝

※
　
当

該
業

務
に
該

当
し
な
い
評

価
内
容

は
、
評
価

し
な
い
。

特
記

事
項

チ ェ ッ ク 数

合 計

変
更

に
伴
う
書

類
は

、
遅

滞
な
く
提

出
さ
れ

た

業
務

計
画

書
は

、
仕

様
書

に
基
づ
く
設

計
趣
旨

等
が

満
足

す
る
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
関
係

業
務
と
の

整
合

も
と
れ

た

常
に
業

務
の

進
捗

状
況

に
つ
い
て
把
握

さ
れ
、
適
切

な
工
程

管
理

に
よ
り
業

務
が

円
滑

に
行
わ

れ
た

契
約

書
、
仕
様

書
、
監
督

員
指

示
等
が

求
め
た
、
必

要
な
書

類
や

成
果
物

が
期

限
内

に
不
備

な
く
提
出

さ
れ
た

計

業
務

の
進

捗
状

況
連
絡

等
が

逐
次

行
わ

れ
、
指
示

事
項
等

の
結

果
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た

点 数

計
画

立
案

に
必
要

な
現
地

踏
査

を
実
施

し
、
報

告
さ
れ

た

契
約

締
結

後
、
速
や

か
に
業

務
が

着
手
さ
れ

た

評
価

参
考

基
準

工
程

表
に
は

、
設

計
図

書
に
示

さ
れ
た
業

務
内

容
が
漏

れ
な
く
記
載

さ
れ
た

使
用

し
た
測
定

機
器

類
の

校
正
記

録
が

提
出

さ
れ
た

係 数担
当
監

督
員

主
任
監

督
員

評
価

内
容

業
務

カ
ル

テ
（
T
E
C
R
IS
・
P
U
B
D
IS
）
は
1
0
日
以

内
に
登

録
さ
れ

た

完
了
時

技
術

者
等

通
知

書
及
び
再

委
託

申
請

書
に
必

要
な
資

格
証

の
写

し
、
ま
た
は
、
経

歴
書
が

添
付

さ
れ
た



第
４
号
様

式

委
託

成
績
評

定
項
目
別

評
定
表
（
基
本

的
な
技
術

力
）

評
定

項
目

A
B

C
D

E

1 2 3 4 5 6

業
務

体
制

7 8 9 1
0

1
1

技
術

力
全

般
1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

評
価

　
　
数

配
点

小
計

A
特
に
優

れ
て
い
た
。
迅

速
に
対

応
し
、
時
期

・
内
容

も
適
切

で
あ
っ
た
。

0
×

1
.0

0
.0

B
優
れ

て
お
り
、
ミ
ス
・
不

足
事

項
は

な
い
が
、
軽
微

な
修
正

・
調
整

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.8

0
.0

C
特
に
、
業

務
に
支

障
が
な
か

っ
た
。
標

準
的
で
あ
っ
た
。

0
×

0
.6

0
.0

D
業
務

に
支
障

は
な
か

っ
た
が

、
ミ
ス
・
不
足

事
項

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.4

0
.0

E
重
大

な
ミ
ス
・
不

足
事

項
が

あ
り
、
関

連
事

項
に
つ
い
て
改
善

指
示

書
を
発

行
し
た
。

0
×

0
.0

0
.0

0
.0

÷
×
3
0
＝

※
　
当

該
業

務
に
該

当
し
な
い
評

価
内
容

は
、
評
価

し
な
い
。

特
記

事
項

担
当
監

督
員

完
了
時

主
任
監

督
員

発
注

者
か

ら
の
指

示
に
基

づ
く
変
更

・
修
正

等
の
対

応
は

、
内

容
や

時
期

等
が

適
切

だ
っ
た

関
係

各
機

関
へ

必
要
な
申

請
手

続
き
及

び
そ
の
対

応
を
行

っ
た

現
地

条
件

等
を
考

慮
し
た
的

確
な
施

工
方

法
や

コ
ス
ト
縮
減

な
ど
が

提
案
さ
れ

た
（
A
～

C
評

価
の

み
）

地
域

住
民

や
他

組
織
等

へ
の

説
明

会
や

協
議
資

料
等

が
理

解
し
や

す
く
ま
と
め
ら
れ

、
速

や
か

に
作
成

さ
れ
た

打
合

せ
結

果
が

打
合
せ

議
事

録
に
記

録
さ
れ

、
相

互
に
確

認
が

と
れ
た

業
務

実
施

の
各

段
階
で
必

要
書

類
が

整
理

さ
れ
、
打
合

せ
時

に
報
告

さ
れ

た

業
務

目
的

に
必
要

な
検
討

事
項

が
漏
れ

な
く
決

定
さ
れ

、
検

討
事

項
間
の

整
合

も
図

れ
た

途
中

経
過

に
お
い
て
、
書
類

の
内
容

に
正
確

性
が

あ
り
、
円

滑
に
提

出
さ
れ

た

市
お
よ
び
関

係
官

公
庁
等

と
の
調

整
を
円

滑
に
行

っ
た

必
要

な
車
両

の
車

検
証

は
提
出

さ
れ
た

業
務

に
必
要

な
技
術

基
準

、
マ
ニ
ュ
ア
ル

、
共

通
仕

様
書
等

を
有

し
、
関

連
法

令
を
含

め
そ
の

内
容

を
理
解

し
て
い
た

対
象

工
事

に
係
る
関
係

法
令

及
び
施

工
に
関

す
る
一

般
的

な
知
識

を
有

し
て
い
る

設
計

の
与

条
件

を
理
解

し
、
仕

様
書

等
に
基

づ
き
必

要
な
事

項
が

提
示
さ
れ

た

業
務

及
び
関

連
す
る
他
業

務
等

の
全

体
を
把

握
し
、
技
術

者
及

び
業
務

の
管

理
調

整
を
行

っ
た

業
務

実
施

の
各

段
階
で
、
業

務
に
必

要
な
情

報
を
自

主
的

に
収
集

し
て
い
た

評
価

内
容

評
価

参
考

基
準

チ ェ ッ ク 数

合 計
係 数

点 数

計

技
術

者
等

通
知

書
及
び
再

委
託

申
請

書
に
基

づ
く
実
施

体
制

を
確
保

し
、
業

務
に
支

障
な
く
遂
行

さ
れ
た

使
用

す
る
ソ
フ
ト
は
事

前
に
報

告
さ
れ

た

資
格

が
必

要
な
作

業
は

、
有

資
格

者
に
よ
り
行
わ

れ
、
資
格

者
証

が
提
出

さ
れ
た



第
５
号
様

式

委
託

成
績
評

定
項
目
別

評
定
表
（
基
本

的
な
技
術

力
）

評
定

項
目

A
B

C
D

E

1 2 3 4 5 6 7

成
果

品
の

8 9 1
0

1
1

品
質

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

評
価

　
　
数

配
点

小
計

A
特
に
優

れ
て
い
た
。
迅

速
に
対

応
し
、
時
期

・
内
容

も
適
切

で
あ
っ
た
。

0
×

1
.0

0
.0

B
優
れ

て
お
り
、
ミ
ス
・
不

足
事

項
は

な
い
が
、
軽
微

な
修
正

・
調
整

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.8

0
.0

C
特
に
、
業

務
に
支

障
が
な
か

っ
た
。
標

準
的
で
あ
っ
た
。

0
×

0
.6

0
.0

D
業
務

に
支
障

は
な
か

っ
た
が

、
ミ
ス
・
不
足

事
項

が
あ
っ
た
。

0
×

0
.4

0
.0

E
重
大

な
ミ
ス
・
不

足
事

項
が

あ
り
、
関

連
事

項
に
つ
い
て
改
善

指
示

書
を
発

行
し
た
。

0
×

0
.0

0
.0

0
.0

÷
×
3
0
＝

※
　
当

該
業

務
に
該

当
し
な
い
評

価
内
容

は
、
評
価

し
な
い
。

特
記

事
項

担
当
監

督
員

完
了
時

主
任
監

督
員

必
要

な
写
真

、
デ
ー
タ
類

及
び
資

料
等

は
、
整
理

し
て
提
出

さ
れ
た

単
純

な
誤
字

及
び
脱

字
は

認
め
ら
れ

な
か

っ
た

設
計

根
拠

、
意

図
、
工
法

等
が

整
理

さ
れ

た

積
算

調
書

（
数

量
計

算
書

）
に
記
載

さ
れ
た
使

用
材

料
は
、
漏

れ
な
く
拾

い
出
さ
れ

た

積
算

調
書

（
数

量
計

算
書

）
と
内
訳

書
と
の

内
容
及

び
数
量

は
一

致
し
て
い
た

見
積

り
は
、
指
定

さ
れ
た
業

者
数

の
見

積
り
を
提

出
し
て
あ
っ
た

関
係

法
令

を
満
足

す
る
設
計

に
な
っ
て
い
た

成
果

図
書

は
、
目
次

及
び
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
等
に
よ
り
、
わ
か

り
や

す
く
整

理
さ
れ

、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
も
適

切
で
あ
っ
た

必
要

な
電
子

デ
ー
タ
（
媒
体

）
の
内

容
に
文

字
化
け
等

の
ミ
ス
は

な
か
っ
た

業
務

遂
行

段
階

で
の
指

示
事
項

が
、
漏
れ

な
く
実

施
さ
れ

た

業
務

目
的

を
満
足

す
る
内
容

の
成

果
品
で
あ
っ
た

関
連

業
種

や
業

務
と
整
合

が
と
ら
れ
、
設
計

図
書

、
資

料
等

に
く
い
違
い
は

な
か

っ
た

納
品

時
に
設

計
図

書
、
資
料

等
に
記

入
ミ
ス
は
な
か

っ
た

納
品

時
に
数

量
計

算
書

に
計
算

ミ
ス
は

な
か
っ
た

地
中

埋
設

物
等

現
場
調

査
を
十
分

行
い
、
調
査

結
果

が
設
計

図
書

、
資

料
等

に
反
映

さ
れ
た

評
価

参
考

基
準

チ ェ ッ ク 数

合 計

計

評
価

内
容

係 数
点 数

社
内

の
検

査
体

制
が
整

っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等

に
よ
る
品

質
管

理
の

記
録

に
よ
り
、
照

査
の
実

施
が

確
認

で
き
た

提
出

す
べ
き
成
果

品
の

確
認

が
漏

れ
な
く
で
き
た

設
計

図
書

に
示
さ
れ

た
与
条

件
等

が
漏
れ

な
く
実

施
さ
れ

た



第
６
号
様

式

委
託
成
績
評
定
項
目
別
評
定
表
（
創
意
工
夫
と
熱
意
）

担
当

監
督
員

加
算

評
価

主
任

監
督
員

評
価
項

目

工
程
管

理
1

工
程
管

理
の

工
夫
へ

の
取

り
組

み
（
効
率

的
業

務
遂

行
等

の
工

夫
、
厳

し
い
期
間

、
多
岐

に
わ
た
る
作

業
・
項

目
、
内

容
変

更
の

取
組

等
）

点

2
品

質
管

理
向

上
へ
の

取
り
組
み

（
ミ
ス
防

止
へ

の
積

極
的

な
取

り
組
み

等
）

点

3
品

質
管

理
向

上
へ
の

取
り
組
み

（
第

三
者

機
関

に
よ
る
自
主

検
査

等
）

点

4
高

度
な
設
計

検
討

手
法

（
従

来
技

術
を
応

用
・
統
合

化
あ
る
い
は

先
進

技
術

を
活
用

等
）

点

業
務
体

制
5

高
度
な
設
計

検
討

手
法

（
難

易
度

の
高

い
も
の

等
）

点

6
業

務
に
対
す
る
自
主

的
提

案
（
内
容

・
精

度
の

向
上

等
）

点

技
術
力

全
般

7
工

事
に
対
す
る
自
主

的
提

案
（
周
辺

環
境

に
及

ぼ
す
影
響

等
）

点

8
工

事
に
対
す
る
自
主

的
提

案
（
新
た
な
施

工
方

法
等

）
点

9
工

事
に
対
す
る
自
主

的
提

案
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
、
省

エ
ネ
、
省

資
源

の
検

討
等

）
点

1
0
業

務
に
対
す
る
熱
意

（
積

極
性

、
努

力
度
、
誠
実

性
及

び
創

意
工

夫
等

）
点

1
1
出

来
ば

え
の

向
上

の
た
め
の

創
意

工
夫

点

そ
の

他
1
2
そ
の
他

（
　
　
）

点

0
点

※
１
項
目

あ
た
り
１
～

２
点

を
目
安

と
す
る
。

評
定

点

基
本

的
技

術
力

の
評

価
項

目
を
満

足
し
た
上
で
、
受

注
者

独
自

の
考

え
方

・
工

夫
で
委

託
業
務

を
積
極

的
に
行

い
、

そ
の

内
容

が
他

の
模

範
的

で
あ
り
、
評
価

に
値

す
る
項

目
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
と
具
体

的
事

由
と
評

定
点

欄
が

入
力

で
き
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
を
は
ず
す
と
内

容
が

ク
リ
ア
さ
れ

ま
す
。

評
価

内
容

創
意

工
夫

と
熱

意
の

合
計

点
（
最
大

5
点

と
す
る
）

具
体

的
事

由



第
７
号
様
式

委
託
成
績
評
定
項
目
別
評
定
表
（
法
令
・
契
約
等
の
遵
守
）

減
点
評
価

総
括
監
督
員

適
応
事
例

減
点
事
由

-
5

契
約
、
約
款
、
法
令
等
に
違
反

が
あ
っ
た

重
大
な
法
令
等
違
反
が
あ
っ
た

法
令
等
の
違
反
が
あ
り
、
改
善
指
示
に
よ
り
改

善
さ
れ
た

点
F
A
L
S
E

工
程
管
理
に
問
題
が
あ
っ
た

全
体
的
に
問
題
が
あ
り
、
監
督
員
か
ら
の
度
重

な
る
改
善
指
示
に
よ
り
改
善
さ
れ
た

正
当
な
理
由
が
な
く
業
務
に
着
手
せ
ず
、
監
督

員
の
改
善
指
示
に
よ
り
改
善
さ
れ
た

点
F
A
L
S
E

配
置
技
術
者
に
問
題
が
あ
っ
た

監
督
員
か
ら
の
度
重
な
る
改
善
指
示
に
よ
り

改
善
さ
れ
た

監
督
員
か
ら
改
善
指
示
に
よ
り
、
速
や
か
に
改

善
さ
れ
た

点
F
A
L
S
E

品
質
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

な
か
っ
た

成
果
品
に
、
大
幅
な
手
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た

成
果
品
に
多
少
の
手
直
し
が
あ
っ
た

点
F
A
L
S
E

第
三
者
に
及
ぼ
し
た
損
害
が

あ
っ
た

第
三
者
に
及
ぼ
し
た
損
害
が
あ
り
、
処
理
が
不

適
切
で
あ
っ
た

第
三
者
に
及
ぼ
し
た
損
害
が
あ
っ
た
が
、
処
理

が
適
切
で
あ
っ
た

点
F
A
L
S
E

事
故
等
が
あ
っ
た

事
故
等
が
あ
り
、
処
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た

事
故
等
が
あ
っ
た
が
、
処
理
が
適
切
で
あ
っ
た

点
F
A
L
S
E

そ
の
他
（
　
　
　
　
）

点
F
A
L
S
E

0
点

※
　
適
応
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
１
）
委
託
契
約
書
の
履
行
に
関
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
。

（
２
）
受
注
者
で
該
当
業
務
に
従
事
す
る
者
及
び
再
委
託
会
社
で
該
当
業
務
に
従
事
す
る
者
に
限
定
す
る
。

-
5

-
3

法
令
・
契
約
等
の
遵
守
の
合
計
点
（
最
大
-
2
0
点
と
す
る
）

評
定
点

次
の
適
応
事
例
の
事
実
を
監
督
員
が
確
認
し
た
場
合
に
減
点
評
価
と
す
る
。

チ
ェ
ッ
ク
に
応
じ
て
評
定
点
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
と
減
点
事
由
欄
が
入
力
で
き
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
を
は
ず
す
と
内
容
が
ク
リ
ア
さ
れ
ま
す
。



第８号様式

委託成績評定項目別検査員評定表
（完了の確認）

評定
項目

良 可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　　数 配点 小計

特に、指摘事項がなかった又は、創意工夫が見られた 0 ×1.0 0.0

軽微な指摘事項があった。 0 ×0.6 0.0

0.0 ÷ ×10＝

評定
項目

良 可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　　数 配点 小計

特に、指摘事項がなかった又は、創意工夫が見られた 0 ×1.0 0.0

軽微な指摘事項があった。 0 ×0.6 0.0

0.0 ÷ ×10＝

※　評価内容の内、業務の内容に合致しないものは、評価しない。

※　評定項目ごとの点数は、小数第2位を四捨五入する。

所属
氏名

契約番号

件名

良

評価内容

可

工程表に基づいて業務が行われ、遅滞がなかったことを書類で確認できた

必要な使用機器（測量器等）は、承諾を受け、証明書が添付されていた

適時に資料をまじえて説明を行い、内容が容易に理解できた

課長主査

質問に対し的確な回答がされた

関
係
書
類
・
技
術
力

契約書、仕様書に基づく各書類は、整理されていた

技術者及び再委託・監理業務技術者届に資格証の写し及び経歴が添付されていた

業務計画書は、仕様書に基づく設計趣旨等が記載されていた

点
数

業務目的に必要な検討事項が漏れなく決定され、検討事項間の整合も図られていた

官公庁等関係各所との調整は円滑に行われていたことを書類で確認できた

変更に基づく書類は、提出されていた

検査員
所見欄

検査員合計点

設計図書、資料等に記入ミスはなかった

チ

ェ
ッ
ク

数

合

計

出来ばえの向上のための創意工夫が見られた（良評価のみ）

計

良

調査結果が設計図書、資料等に反映していた

係
数

可

評価

関係法令を満足する設計になってた

評価内容

打合せ議事録は、事業実施の各段階での調整結果を明記され、十分整理されていた

関係書類及び記録の整理に創意工夫が見られた（良評価のみ）

設計図書に示された与条件等が漏れなく実施されていたことを確認できた

業務遂行段階での指示事項が、漏れなく実施されていたことを確認できた

チ

ェ
ッ
ク

数

合

計

提出すべき成果品の確認が漏れなくできた

社内で照査（チェック・確認）した書類が提出されていた

積算調書と内訳との内容及び数量は一致していた

数量計算書等に計算のミスはなかった

評価参考基準

必要な写真、データ類、資料等は、整理されて提出されていた

点
数

関連する業務に整合がとられ、設計図書、資料等にくい違いはなかった

計

検査開始時に受託者より設計内容に対する趣旨及び目的が説明された

対象工事に係る関係法令及び施工に関する一般的な知識を有していた

評価 評価参考基準
係
数

成
果
品
品
質
・
出
来
ば
え 成果図書は、目次及びインデックス等により、わかりやすく整理され、ファイリングも適切だった

単純な誤字及び脱字は認められなかった

監督員データ



 


